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研究成果の概要：本課題では、視・聴覚や発話に障害のある人の「聴く」,「話す」,「見る」

を助ける携帯電話インタフェースを開発した。具体的には、触覚ディスプレイと触覚センサを

一体化した３２チャンネルのピエゾ素子からなる手の平サイズのデバイスを開発し、それを携

帯電話のインタフェースにすることにより、触覚チャンネルをインタラクティブに利用できる

ようにした。評価実験から、音声や警報音などの聴覚情報、画像や文字情報などの視覚情報、

及び触覚センサで伝えた発話情報を受け手の触覚ディスプレイに表示することができた。 
 
研究成果の概要： A mobile phone interface was designed for assisting “seeing”, “hearing”, 
and “speaking” using a tactile device including a 2-D tactile display and a tactile matrix 
sensor. In the interface, images or characters are sensed by a camera inside the mobile 
phone, which signals are transmitted to the tactile display consisting of 32 piezo-electric 
devices. Environmental sounds or speech sounds can also be detected by a microphone 
attached to the mobile phone. Time spectral patterns of the sounds can be presented onto 
the tactile display. Furthermore, tactile information obtained by touching and tracing the 
tactile matrix sensor can be displayed onto a receiver’s fingertip through the mobile phone. 
These functions were useful for sensory disabled persons such as the deaf , the blind and 
the deaf-blind to communicate with the normal.   
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１．研究開始当初の背景 
本来、携帯電話は聴覚と視覚のチャンネル

のみを介した通信方式であるが、それに加え
て触覚チャンネルをインタラクティブに利
用することができれば、携帯電話を視覚、聴
覚、発話に障害のある人たちを支援するツー
ルに活かせるようになる。 

 
本課題では、代表者が 40 数年にわたり取組
んできた「聴く」「話す」「見る」を助ける
福祉工学の研究をベースに、触覚ディスプレ
イと触覚センサを一体化した携帯電話イン
タフェースを開発し、それを視・聴覚・発話
の障害支援技術に活かすことを目標とした。 
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